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会長あいさつ 

春の訪れとともに、新しい年度が始まりました。平素より公民館活動ならびに 

コミュニティ事業にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

令和 8 年度は「参加しやすく、活気あふれる吉田地域」を目標に、地域の 

皆様が気軽に集い、学び、交流できる場づくりを一層進めてまいります。また、 

世代を超えてつながり合える講座や行事の充実を図るとともに、地域課題の  

解決に向けた取り組みも、皆様とともに考え、形にしていきたいと存じます。 

引き続き、変わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

公民館事業学級生募集について 

本日の区長配布にて、カラー刷りの「公民館だより合併号」と「令和８年度吉田公民館事業について」の 

２枚を配布しております。 

各公民館事業の学級生募集の締め切りは ４月３０日（木）となっておりますので、お手元に届きまし 

たらご確認ください。 

「令和８年度吉田公民館事業について」には、事業内容の詳細や年間カレンダーを掲載しております。 

掲載している事業は現時点で決定しているものですが、変更となる場合がありますのでご了承ください。 

年間カレンダーは、今後決まる事業やご自身の予定なども書き込み、参考としてご活用いただけます。 

ご不明な点がございましたら、吉田公民館までお気軽にお問い合わせください。 

交通死亡事故ゼロ 4,500 日達成 

吉田地区では大きな節目となる「交通死亡事故ゼロ 4,500 日」を、令和８年２月２５日に達成 

しました。令和６年１０月１３日に 4,000 日を迎えてから約１年半、地域の皆様一人ひとりの交通 

安全への心がけが、さらに積み重ねられた結果です。 

この功績に対し、当コミュニティ運営協議会の菅原会長が表彰式に出席し、地域を代表して受賞いたし 

ました。日頃から通学路での見守り活動や、交通安全運動への参加、そして日常の運転・歩行時の 

細やかな配慮など、地域全体で取り組んできた努力が形となったものです。 

4,500 日という長い年月は、決して偶然ではなく、住民の皆様、関係団体、行政が一体となって築いて 

きた「安全を守る文化」の証でもあります。これまでの積み重ねに深く感謝するとともに、今後も気を 

緩めることなく、安心して暮らせる吉田地区を守り続けていきたいと思います。 

今後も、交通ルールの遵守や思いやりのある行動にご協力をお願いいたします。 

   

 

 

キッズサークル 第６回楽習会並びに閉級式（２月１５日） 

わたりごはん教室のわたりようこ氏を講師に迎え、かわいらしいデコ餅団子づくりに挑戦しました。 

始めに、基本のブタ・カエル・パンダの団子の作り方を教えていただくと、「かわいい！」「これ作りたい！」

とあちこちから声が上がり、会場は一気ににぎやかになりました。 

その後は、見本をまねしながら丁寧に形を作る子、オリジナルのキャラクターを考えて夢中でこねる子 

など、個性あふれる作品が並びました。「見て見て！」「できたよ！」と完成した団子を見せ合う姿も見られ、 

子どもたちの笑顔が広がり、楽しく学べる時間となりました。 

   

男の料理教室 第５回学習会並びに閉級式（２月２０日） 

岩渕栄市氏を講師に迎え、酢豚・春巻き・餃子の 3 品に挑戦しました。 

今回は、参加者全員で 1 つの料理を順番に作り上げていく方式で実施しました。酢豚から春巻き、そして 

餃子へと進むにつれ、包丁の音や笑い声が響き、会場は和やかな雰囲気に包まれました。 

講師の丁寧な指導のもと、参加者の皆さんは初めての工程にも挑戦しながら、互いに声を掛け合い協力 

して調理を進めていました。 

料理を通して交流が深まり、達成感のあるひとときとなりました。 

   

いこいの森見守り隊 移動学習会（２月２４日） 

日頃より『平筒沼いこいの森』の見守り活動にご協力いただいている皆さまを対象に、慰労を兼ねた移動 

研修を行いました。今回は、みちのくミルク㈱本社工場を見学しました。 

普段は目にすることのない製造ラインを間近で見て、その迫力と丁寧な作業に参加者からは驚きの声が 

上がりました。特に、徹底された品質管理には「実際のラインはすごい！」「こんなに丁寧に作られている 

とは。」と感心の声が多く聞かれました。 

今回の研修を通して、地域を支える仕事に触れ、参加者同士の交流も深まりました。これからも皆さまの 

温かいご協力のもと、『平筒沼いこいの森』が心地よい場所であり続けられるよう取り組んでまいります。 

   

 

1面 

吉田コミュニティ運営協議会 

2面 



 

歴史講座『温故知新』 第５回学習会「移動学習会」（２月１７日・２５日） 

歴史講座の移動学習会は、バスの定員の関係で２日間に分けて実施しました。多賀城ガイダンス施設・ 

外郭南門・多賀城碑では多賀城市役所文化財課の方、仙台市博物館ではボランティアガイドさんに 

案内いただき、丁寧で分かりやすい説明に参加者は熱心に耳を傾けていました。興味を持った点について 

積極的に質問する姿も多く、学びの深まる充実した時間となりました。 

   

室内グラウンドゴルフ大会 決勝大会（３月５日） 

冬期間の健康増進事業として取り組んできた「としょりの居場所づくり」室内グラウンドゴルフ。その 

成果を発揮していただく場として、ヱスビー食品登米蔵ジアムを会場に決勝大会を開催しました。 

当日は３１名が６チームに分かれてプレー。広々とした蔵ジアムのコースに「吉田体育館とまた違って 

いいね。」といった声も聞かれ、皆さん伸び伸びとプレーを楽しんでいました。 

結果は、優勝：冨栄 建一さん、準優勝：島陰 久雄さん、第３位：渡邊 清輝さんでした。おめでとう 

ございます。 

冬の締めくくりにふさわしい、白熱した大会となりました。来年度の「としょりの居場所づくり」も 

どうぞお楽しみに♪ 

   

平筒沼クリーンアップ作戦（３月１４日） 

吉田公民館・豊里公民館・登米市環境課の合同事業として、平筒沼周辺のクリーン活動を行いました。 

当日は総勢５５名の皆さんにご参加いただきました。 

遊歩道周辺のゴミは比較的少なかったものの、尿入りのペットボトルが１０本以上捨てられているなど、

深刻な不法投棄も見られました。また、豊里側では缶類のゴミが多く確認されました。 

回収したゴミは、可燃ゴミ：16.3kg、不燃ゴミ：15.4kg、粗大ゴミ：4kg となり、多くの成果を 

上げることができました。 

ご参加いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。 

   

 

 

 

平筒沼四季写真コンクール 

平筒沼の魅力を広く発信し、地域の活性化につなげることを目的に、市民の皆さんから四季折々の 

平筒沼の写真を募集しました。 

３月３日には審査会を行い、次の皆さんが受賞されました。 

最優秀賞：堺 博さん、優秀賞：佐々木 玲さん、優良賞：佐々木 由紀子さん 

3 月１２日には、公民館ロビーにて表彰式を実施しました。 

作品は、３月１２日～４月１６日まで吉田公民館ロビーに展示しています。平筒沼の四季の美しさが 

伝わる作品ばかりですので、ぜひご覧ください。 

 

職員紹介 
 

令和８年度も、変わらぬメンバーで吉田地区を盛り上げてまいります。笑顔とチームワークを大切に 

頑張りますので、どうぞ温かく見守っていただければ幸いです。 

 

3面 4面 

★１年間よろしくお願い致します★

最優秀賞：堺 博 さん「桜に魅せられて」 

優良賞：佐々木 由紀子 さん「羽ばたく黒鳥」 優秀賞：佐々木 玲 さん「夜桜」 


